
平成25年２月定例会

【新規の請願】
所管

委員会

1 号 福祉保健

（ 25 ． 2 . 20 ）

会長代理　中山和夫

2 号 福祉保健

（ 25 ． 2 . 20 ）

会長代理　中山和夫

【新規の陳情】
所管

委員会

1 号

（ 25 ． 1 . 24 ）

代表世話人　朝野　保

2 号 建設水道

（ 25 ． 2 . 6 ）

代表取締役　国岡　稔

3 号

（ 25 ． 2 . 8 ）

会長　澤田　憲治

4 号 文教経済

（ 25 ． 2 . 12 ） 代表者　今本　潔

5 号 総務企画

（ 25 ． 2 . 19 ）

協会長　永島　正道　ほか１名

6 号 福祉保健

（ 25 ． 2 . 20 ）

支部長　市谷　尚三

【継続審査中の陳情】
所管

委員会

13 号

（ 24 ．11 . 30 ）

会長　近藤　儀徳

14 号 福祉保健

（ 24 ．11 . 30 ）

今本　明子

議会運営

請願・陳情審査結果

受理番号及び
件名 提出者 審査結果

生活保護受給者に対する見舞金制度の見直し
中止を求める請願

不採択

理由等
受理年月日

生活保護の基準引き下げをしないように国に
求める意見書提出を求める請願

継続審査

さらに調査・研究を要すると認めら
れるため平成25年請願第

鳥取市生活と健康を守る会

限られた財源の中、就労支援等に効
果的に予算を配分すべきと考えられ
るため

平成25年請願第

鳥取市生活と健康を守る会

受理番号及び
件名 提出者 審査結果 理由等

受理年月日

平成25年陳情第

廃プラスチックリサイクル施設の継続稼働に
関する陳情

継続審査

継続して調査研究をする必要がある
ため平成25年陳情第

因幡環境整備株式会社

不採択
市民アンケートの結果などにもある
ように議員定数を削減する意見が多
くある中で現状維持は現実的ではな
く、議論を重ねた結果、現定数より
４名減が妥当と判断したため

議員定数等
に関する調
査特別委員

会

平和・民主・革新の日本をめざす鳥取市の会
（鳥取市革新懇）

平成25年陳情第

鳥取市民の安全安心を考える会

安倍内閣にＴＰＰ（環太平洋連携協定）への
参加断念を求める意見書の提出を求める陳情

不採択

政府は、先の安倍総理大臣とオバマ
米大統領との首脳会談の結果、ＴＰ
Ｐ（環太平洋連携協定）について
「聖域なき関税撤廃が前提ではない
ことを確認した」と言明しており、
交渉に参加した上で国益にかなう方
向性を出していくべきであると考え
るため

平成25年陳情第 農民運動鳥取県連合会

市庁舎整備
に関する調
査特別委員

会

妊婦健診とヒブ・小児用肺炎球菌・子宮頸が
ん予防３ワクチンへの2012年度と同水準の公
費助成を国に求める意見書提出を求める陳情

不採択

国において財源が確保される見通し
であるため平成24年陳情第

新日本婦人の会鳥取支部

受理番号及び
件名 提出者 審査結果 理由等

鳥取市庁舎整備についての陳情 不採択

住民投票自体、及びその内容につい
て瑕疵はなく、有効であると考えら
れるため

平成24年陳情第

市庁舎耐震改修案の白紙撤回を求める会

市庁舎整備
に関する調
査特別委員

会

鳥取市における看護専門学校誘致についての
陳情

不採択

地元団体への配慮は必要と考える
が、誘致交渉中であり運営方針まで
踏み込むようなことは適当ではない
と考えられるため

平成25年陳情第

年金2.5％削減撤回の意見書提出を求める陳情 不採択

現行の年金制度維持には物価スライ
ド制は必要と考えられるため平成25年陳情第

受理年月日

一般社団法人　鳥取県私立学校協会

全日本年金者組合鳥取県東部支部

鳥取市庁舎整備に関する陳情 不採択

住民投票自体、及びその内容につい
て瑕疵はなく、有効であると考えら
れるため

鳥取市市議会議員定数削減案に対し、地方自
治の本旨基づいた議会並びに議員活動を保障
するために、現行の議員活動を変革し、議員
定数を維持し、住民自治の発展に起すること
を求める陳情

願意が不明確であり、審査すること
ができないため


